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第５章 建設コンサルタンツ協会の活動 

西海橋での記念撮影 

移築したデ・レイケでの説明 

学生によるプレゼン発表 

審査委員との記念撮影 

学生の声  「授業で学んだ技術が現場でどう役立っているかを知り、

モチベーションが上がった」「土木構造物のスケールの大きさに圧

倒された」といった声や、専門家との対話を通じて、土木事業が持つ

「地域の人々の暮らしを支える誇りと使命感」を感じた、などの声

が多く聞かれました 

 
 
 

「土木遺産な旅 2025・旅ノート(レポート)報告会」開催 
九州支部では、土木系学生たちと「土木遺産」を巡る旅を

行っています。土木遺産は、その土地を愛し、暮らしを守ろ

うとした技術者たちの思いの結晶であり、先人の知恵と情

熱が刻まれた歴史的構造物です。訪問先は、(一社)九州地域

づくり協会『土木遺産な旅のススメ』（右

QR ｺｰﾄﾞ）を参考としています。  

 
令和 7 年度は長崎大学の学生を対象

に行いました。 

 
■ 事前講義（令和 2025 年 1 月 15 日） 

約 40 名の学生に、『土木遺産な旅のススメ』の執筆者による土木

遺産にまつわるエピソードや歴史的背景などで知的好奇心を喚起し

ました。 

■ 現地見学会（令和 2025 年 4 月 13 日） 

学生 21 名と長崎・佐賀の 5 カ所を巡り、設計・施工や管 

理に携わった専門家らの話を聞きました。 

■ 旅ノート報告会（令和 2025 年 6 月 28 日） 

「先人の知恵に学べたこと」のテーマで旅ノートを作成、優秀作 4 名

によるプレゼンを行い、最優秀賞など表彰しました。 

 

 

 

 

 

 
この活動は今回で 2 回目でした。今後も他大学へ広げるなど継続し

ていき、人材育成と文化継承に寄与していきたいと思っています。 

  

訪問先  戦後日本の長大橋建設の原点とされるアーチ橋【西海橋】、約 400 年前の治水の神様と称される成

富兵庫茂安が築いた取水施設【石井樋】など、筑後川に架かる現役の昇降式可動橋（昇開橋）、明治期から筑

後川に遺る航路維持技術【デ・レイケ導流堤】、その導流堤に配慮した景観を調和させた現代技術で田中賞作

品【有明筑後川大橋】。 

支部のトピックス（九州支部） 




